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観光・産業DX・PBL演習I・IIのシラバス
2

（産業DX/PBL演習Ⅰ）



観光・産業DX・PBL演習I・IIのシラバス
3

（産業DX/PBL演習Ⅱ）



近年の観光・防災事業・研究のトレンド
4

DX︓デジタル技術・ICTを活⽤して取得されたデータを 分析
し，既存のサービスの質・価値を向上したり，社会課題を解決す
ることを⽬的とした取り組み．

デジタル技術
ICT

データ収集
データ分析

AI

GIS

業務効率化
チャットボット
⾮接触チェックイン
需給バランス
情報提供サービス
混雑情報提供
プッシュ型観光情報

観光・防災
コンテンツ

 VR観光
⼿ぶら観光
避難場所の同定

⽣体認証

VR

AR



防災・⼈流に関する
取り組み事例

5



発災直後の避難場所の分布 (1/3夕時点)

 避難場所として公開されていた地点をプロット

6

【凡例】
●指定避難所(開設)
●指定緊急避難場所
●公共施設
●集会所等
●その他
▲指定避難所(⾮開設)

 輪島市・穴水町においては特に指定避難所がまばらなエリアで指定外の避難
場所が多く発生し，全体として避難場所の地域的偏りが抑えられている

 珠洲市においては他の3市町と比べて避難所の数が極端に少なくなっており，
調査時点(1/3夕方)で未把握の避難場所が多く存在した可能性がある

出典：各市町ホームページの避難場所情報と指定避難所・指定緊急避難場所・公共施設⼀覧を名寄せし当研究室にて集計
「国⼟数値情報（⾏政区域データ）」（国⼟交通省）（https://nlftp.mlit.go.jp/ksj/gml/datalist/KsjTmplt-N03-v3_1.html）（2024年1⽉27⽇取得）

※住所表記の揺れ・番地の⽋損等の要因により町域（⼤字）レベルの代表点を採⽤した地点など，位置の精度が低い場合がある



発災直後の避難場所の分布 (1/3夕時点)

7

 避難場所の地点プロット×推計震度分布

出典：気象庁「推計震度分布」
https://www.jma.go.jp/bosai/map.html#12/37.137/136.997/&contents=estimated_intensity_map（1⽉29⽇取得）

 震度７，震度6強，震度6弱のエリアが非常に広範囲にわたる

 非常に強い揺れに見舞われた地域にも多様な避難場所が存在

【凡例】
●指定避難所(開設)
●指定緊急避難場所
●公共施設
●集会所等
●その他
▲指定避難所(⾮開設)



発災直後の避難場所の分類(1/3夕時点)

 避難場所として公開されていた地点を類型別に集計

8

合計 指定避難所 指定避難所以外 指定避難所
指定緊急避難場所 公共施設 集会所等*1 その他 ⾮開設(参考)

輪島市 146(100.0%) 31(21.2%) 8(5.5%) 6(4.1%) 21(14.4%) 80*2(54.8%) 16

珠洲市 21(100.0%) 15(71.4%) 3(14.3%) 2(9.5%) 0(0.0%) 1(4.8%) 18

鳳珠郡
⽳⽔町 61(100.0%) 34(55.7%) 6(9.8%) 8(13.1%) 1(1.6%) 12(19.7%) 19

鳳珠郡
能登町 38(100.0%) 38(100.0%) 0(0.0%) 0(0.0%) 0(0.0%) 0(0.0%) 33

出典：各市町ホームページの避難場所情報と指定避難所・指定緊急避難場所・公共施設⼀覧を名寄せし当研究室にて集計
※各市町とも速報として公開されていた情報のため，今後の精査によって件数は変動の可能性あり
*1 名称から集会所と判定されたもののうち，指定緊急避難場所・公共施設⼀覧のいずれにも含まれていないもの
*2 名称のみでは地点を特定できなかった避難場所(17件)を含む

 輪島市においては指定避難所以外への避難が大勢を占めていた．
中でも集会所やその他など地区内での避難が多く見受けられた
→道路閉塞による孤立や指定避難所自体の被災など様々な要因が背景か

 (能登町を除く)各市町とも，指定緊急避難場所が避難所に移行したものや，指
定の有無を問わず近隣の公共施設に逃げ込んだ場所など，地域防災計画で
想定しきれていない避難パターンの存在が示唆される



令和6年能登半島地震による停電⼾数の推移
1/1 約40,000戸

輪島市 約13,000⼾

珠洲市 約7,800⼾

能登町 約8,900⼾

⽳⽔町 約5,300⼾

志賀町 約800⼾ 七尾市 約2,300⼾

輪島市 約10,500⼾

珠洲市 約7,700⼾

能登町 約6,200⼾

⽳⽔町 約3,900⼾

志賀町 0⼾ 七尾市 約270⼾

輪島市 約5,500⼾
能登町 約310⼾

⽳⽔町 約230⼾
志賀町 約10⼾

七尾市 約10⼾未満

珠洲市 約2,700⼾

1/5 約28,500戸

1/15 約8,700戸
“能登地域全域で地震による停電が発⽣”

地震４⽇後の電⼒復旧率は30%未満

特に輪島市，珠洲市の被害が⼤きく，
普及速度も他地域と⽐較して低い

参考⽂献︓令和６年能登半島地震の対応について�����������	
���	
�	�������
��������������������������������������������������������������������	���



KDDI Location Analyzerとは

性・年代（推計ではない正解データ）や居住，
勤務，来街に関する属性データを活⽤し，商
圏や来訪者，時間帯傾向など，鮮度の⾼いエ
リアマーケティングを可能とするセルフ分析
ツール

◆GPS位置情報データを搭載したGIS（地理情報システム）

電源の途絶

通信NWの断絶

データが取得できない



位置情報履歴データの紹介 ブログウォッチャー

common_id is_uuid os latitude longitude arrive_time depart_time visiting_seconds accuracy
00226149-9942-4ef9-90ab-7a26a3e75bb1 FALSE android 36.49567860 136.49316302 2024/1/1 19:44 2024/1/2 9:28 49413 85.46259259
004bc933-0436-4b1d-b32a-9a73d0e2e079 FALSE android 36.52794234 136.61543126 2024/1/1 16:45 2024/1/2 4:08 40982 15.25236994
00677b4f-c471-42a7-9d27-68af90456f66 FALSE android 36.425575221 136.53699528 2024/1/1 15:56 2024/1/2 8:59 61389 608.7727863
008ea410-3308-4640-9617-8869475e9c11 FALSE android 36.289100280 136.36034705 2024/1/1 11:48 2024/1/2 8:44 75337 353.7285921
009abedd-f2d9-4b8f-9775-3eedf8959b9e FALSE android 36.28134506 136.35637222 2023/12/31 15:15 2024/1/4 14:10 341668 266.0921276
014bb472-f202-40f8-8435-6bc8813e687e FALSE android 36.591120763 136.65171178 2023/12/28 18:08 2024/1/4 13:50 589341 86.02788505
0153332f-e38a-4af7-bc32-108dae350707 FALSE android 36.62121659 136.68423698 2024/1/1 14:02 2024/1/2 13:32 84615 93.41701492

端末ID 機種 経度 緯度 到着時刻 出発時刻 滞在時間 精度

汎化加⼯し
データベース化

携帯電話の位置情報

コメント

データ取得が可能

電源喪失しても

通信NWが断絶しても



GPSデータ取得率の調査対象地域

珠洲市 輪島市

⾦沢市 ⽻咋市

・地震による停電戸数が多い
・普及進度が比較的遅い

・地震による停電被害が極小
・早期普及が実施

調査対象地域

⽐較対象地域



GPS取得率の算出⽅法

対象端末の位置情報を1時間ごとに1週間分追うことで，GPS取得率を算出
⇒携帯電話のバッテリー切れによる連絡⼿段が途絶えた被災者の定量把握

各地域で地震発⽣前後の1時間
に位置情報を取得した端末を対象

common_id
00226149-9942-4ef9-90ab-7a26a3e75bb1
004bc933-0436-4b1d-b32a-9a73d0e2e079
00677b4f-c471-42a7-9d27-68af90456f66
008ea410-3308-4640-9617-8869475e9c11
009abedd-f2d9-4b8f-9775-3eedf8959b9e
014bb472-f202-40f8-8435-6bc8813e687e
0153332f-e38a-4af7-bc32-108dae350707

端末ID

1⽉8⽇15:00:001⽉1⽇15:40:00
〜1⽉1⽇16:40 

1⽉1⽇15:40:00〜1⽉1⽇16:40:00
地震発生時に地域にいた被災者を対象



地震発⽣後1週間のGPSデータ取得率 4地域⽐較
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被災者の滞留⼈⼝分布（前年度⽐較） 1⽉1⽇ 0時0分
2023年 2024年



被災者の滞留⼈⼝分布 1⽉1⽇ 15時0分
2023年 2024年



被災者の滞留⼈⼝分布 1⽉1⽇ 18時0分
2023年 2024年



被災者の滞留⼈⼝分布 1⽉1⽇ 21時0分
2023年 2024年



被災者の滞留⼈⼝分布 1⽉2⽇ 6時0分
2023年 2024年



被災者の滞留⼈⼝分布 1⽉2⽇ 18時0分
2023年 2024年



被災者の滞留⼈⼝分布 1⽉3⽇ 18時0分
2023年 2024年



令和６年能登半島地震時のインフラ損傷データ

クローリング／スクレイピングを⾏って時々刻々更新されるデータを取得

22



被災者の滞留⼈⼝分布と道路損壊情報及び孤⽴集落の分布
2024年1⽉2⽇ 00:00



被災者の滞留⼈⼝分布と道路損壊情報及び孤⽴集落の分布
2024年1⽉３⽇ ０:00



被災者の滞留⼈⼝分布と道路損壊情報及び孤⽴集落の分布
2024年1⽉４⽇ 00:00



道路損壊情報及び孤⽴集落の分布と医療圏の分析

あああ

26

平常時 地震時
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観光・⼈流に関する
取り組み事例



現在⾏っている取組―スマートウォッチからデータ取得―
28

Bluetooth接続による
データ移動

スマートウォッチ スマートフォン クラウドor⾦沢⼤学サーバ

クラウドへ
データ移動

 位置情報
 ⼼拍数
 呼吸数
 ⾎圧
 加速度
 ストレス指標 etc.

観光をしているだけで様々な
データ群が⼀括取得できる
基盤があれば…

→スマートウォッチ︕

スマートウォッチから取得
可能なデータ群を⼀括で蓄積
可能なアプリの開発．

観光データ取得基盤アプリの画⾯

隠れ観光スポットは︖

待ち時間でイライラ
しやすい場所は︖

どんな交通⼿段で観光
している︖



観光⾏動
GPSロガー

29



観光⾏動
超⼩型ライフログカメラ

30

・30秒に１回写真撮影

・観光の様子を細かく画像つきで把握



クルーズ観光客の「感動」⾒える化
31



VR tourism & smart sensing
32

■ VRを⽤いた研究事例

VR技術を活⽤して，⾦沢市内をVR観光可能なモデルを構築．
ひがし茶屋街のメインストリート3Dモデル化 VR観光の実現（コロナ中に活躍）

ひがし茶屋街の3Dモデルドローンを⽤いたデータ取得

LiDAR，⾚外線，AIを組み合わせたセンシング
新時代に対応した観光形態の実現．



Wi-Fiパケットセンシングに基づく⼈流計測を実施．
M5カプセルを北陸3県79か所に設置．（2024年9⽉24⽇〜12⽉9⽇）

ハッシュ化された携帯電話識別情報をもとに⼈流を把握．
確率論的にインバウンド観光客を推計．
取得サンプル数︓ 8,217名（訪⽇外国⼈旅⾏者）
取得データ件数︓489,851件

Wi-Fiパケットセンシングに基づく⼈流計測
33

M5カプセル設置時のセット M5カプセル本体

Wi-Fiに接続しよう
とする情報を取得

約15m内の
情報を取得



設置箇所の分布
34
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流動に着⽬した分析の概要︓ゾーニング
Ｍ5カプセルの設置地点79か所を13エリアに分割．

35

【流動量の算出概要】

 エリアを移動した際，1回の移動として算出．

noto

kurobe

tateyama
toyama

takaoka

tonami

kanazawa

kaga

wakasa

tannan eiheiji

fukui

awara

エリアA エリアB
移動

1カウント



流動に着⽬した分析結果︓全期間流動量（回）
2024年9⽉24⽇〜12⽉9⽇の⼈⼝流動（回）をエリア別に集計．
エリアを越えた流動に着⽬．

36

awara eiheiji fukui kaga
kana
zawa

kurobe noto
taka
oka

tannan
tate

yama
tonami toyama wakasa

awara 11 16 17 46 3 3 8 5 0 2 12 11

eiheiji 26 30 48 86 5 2 22 21 0 2 17 18

fukui 11 22 33 212 1 7 36 17 0 7 38 19

kaga 17 37 38 360 11 36 73 35 3 2 89 34

kanazawa 40 84 232 390 58 37 351 133 16 46 502 100

kurobe 0 4 6 14 61 0 16 3 2 0 26 8

noto 1 3 7 29 43 3 6 3 1 0 10 4

takaoka 15 15 24 69 343 17 9 14 5 14 104 21

tannan 8 19 9 34 173 4 7 35 1 7 30 16

tateyama 0 1 1 3 23 0 0 7 1 0 10 1

tonami 1 0 2 8 57 0 1 10 9 0 10 3

toyama 18 23 47 108 554 31 12 142 18 15 7 38

wakasa 9 14 12 36 92 6 4 23 15 2 1 31

出
発
エ
リ
ア

到着エリア



全期間流動量の⾒える化
37
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⾦沢エリアを起点として多くの流動が発⽣．
丹南・若狭エリアにも多くの流動．



流動に着⽬した分析結果︓8〜15時台の流動量
8〜15時台に分割し，流動量（回）を算出．
エリア・流動時間帯に着⽬．

38

awara eiheiji fukui kaga
kana
zawa

kurobe noto
taka
oka

tannan
tate

yama
tonami toyamawakasa

awara 11 7 9 34 1 2 5 4 0 2 6 6

eiheiji 23 18 23 76 8 4 11 12 1 1 11 10

fukui 7 21 10 110 0 3 10 6 0 5 10 9

kaga 10 23 13 172 7 25 39 15 1 3 37 11

kanazawa 31 61 107 210 30 30 218 66 15 41 189 65

kurobe 0 4 5 10 39 0 11 2 2 2 12 4

noto 0 0 5 24 27 0 5 2 1 0 6 2

takaoka 7 11 12 42 215 11 5 11 1 10 56 13

tannan 6 10 3 11 102 1 4 21 1 5 8 9

tateyama 0 1 0 0 19 0 0 5 1 0 5 1

tonami 1 0 1 8 43 0 0 11 4 0 7 3

toyama 8 13 20 52 240 23 10 81 9 8 6 16

wakasa 4 14 6 13 62 4 2 15 7 1 1 16

出
発
エ
リ
ア

到着エリア



8〜15時台流動量の⾒える化
39
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流動に着⽬した分析結果︓16〜23時台の流動量
16〜23時台に分割し，流動量（回）を算出．
8時〜15時台と⽐較し，流動量（回）が減少．

40

awara eiheiji fukui kaga
kana
zawa

kurobe noto
taka
oka

tannan
tate

yama
tonami toyamawakasa

awara 0 4 5 5 1 0 1 0 0 0 4 2

eiheiji 0 4 8 6 1 0 3 2 0 0 1 3

fukui 3 0 7 34 0 3 6 5 0 0 15 4

kaga 5 4 11 77 1 8 13 7 1 0 24 10

kanazawa 8 2 39 79 12 4 41 29 1 1 111 18

kurobe 0 0 0 4 10 1 3 1 0 0 10 1

noto 0 0 2 8 6 0 2 0 0 0 2 0

takaoka 3 0 4 13 49 4 0 2 0 1 14 2

tannan 0 7 2 7 41 1 1 2 0 1 13 0

tateyama 0 0 0 2 1 0 0 0 0 0 1 0

tonami 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0

toyama 4 4 13 24 157 6 1 27 10 1 0 9

wakasa 2 2 2 8 18 3 1 5 2 0 0 8

出
発
エ
リ
ア

到着エリア



16〜23時台流動量の⾒える化
41
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期間別・エリア別でみる流動量増減
取得したデータを2群に分割．
A群︓9⽉24⽇〜10⽉31⽇，B群︓11⽉1⽇〜12⽉9⽇
2群の差を算出し，エリア別⼈⼝流動の増減を明らかに．

42

awara eiheiji fukui kaga
kana
zawa

kurobe noto
taka
oka

tannan
tate

yama
tonami toyama wakasa

awara -3 -10 -6 -19 1 -3 4 1 0 -2 2 -4

eiheiji -7 3 6 15 3 0 11 -8 0 1 7 1

fukui -7 -6 0 -79 1 -1 -15 0 0 1 -12 0

kaga -12 7 -8 -8 3 9 2 6 -1 2 -3 5

kanazawa -13 10 -50 18 16 0 70 42 -9 13 172 28

kurobe 0 0 2 8 6 0 5 -1 0 0 5 -1

noto -1 1 2 -4 -4 1 0 3 -1 0 1 2

takaoka -2 5 -11 -11 -41 5 1 -4 -1 6 15 -6

tannan 0 8 0 3 28 -2 2 1 0 2 10 -7

tateyama 0 -1 -1 -1 -15 0 0 -5 1 0 0 -1

tonami -1 0 -2 0 20 0 -1 4 7 0 6 3

toyama 1 10 -2 23 168 11 4 37 8 -6 3 -6

wakasa -5 2 -6 0 10 2 0 -1 3 0 -1 3

出
発
エ
リ
ア

到着エリア



滞在に着⽬した分析結果
時間帯別・エリア内の平均滞在時間

43

富⼭・砺波エリア︓
安定した観光滞在

⿊部エリア︓
突発的な観光滞在

福井エリア︓
10⽉中旬以降に
滞在時間が増加

あわらエリア︓
突発的な観光滞在

能登エリア︓
10⽉中旬に観光滞在
ボランティアの可能性



DBSCANを⽤いたユーザーごとの
観光⾏動のクラスタリング

特徴量に基づき，訪⽇外国⼈
旅⾏者をクラス分けする⼿法．

各エリアに滞在した時間を
ユーザーごとに算出．

特徴量として設定．

44

uid Stay_awara Stay_eiheiji Stay_fukui
000a40ce8dbd40ea 0.0 271.0 0.0
000c9a0f67ff370b3 0.0 0.5 0.0
0039ca6fb6591709 0.0 0.0 0.0
0046adb44afb65f6 0.0 0.0 0.0
006fc512b1dd2256 0.0 170.1 0.0
0089c7c8d5e6f29e 0.0 0.0 0.0
008e02170c678e3 0.0 0.0 0.0
00946907118d6e2 0.0 0.0 0.0
00a61cf14331fa5fd 0.0 0.0 0.0クラスタリング⼿法の概要

特徴量の⼀例



ユーザーごとの観光⾏動のクラスタリング結果
45

⾦沢特化型
ユーザー

永平寺特化型
ユーザー

丹南特化型
ユーザー

⾦沢・⾼岡
ユーザー



M5カプセルに基づく⼈流解析のまとめ
【まとめ】
M5カプセルを北陸3県79か所に設置しインバウンド観光客の⼈流を計測．

設置地点から約15m以内のハッシュ化された携帯電話識別情報を取得．
（設置地点A→設置地点Bの流動を計測可能）

⾦沢エリア・福井エリア・富⼭エリアの主要地点を起点に各地に流動が発⽣．
時間別の流動・滞在時間を算出可能．

⾦沢エリア→若狭エリアの広域観光も確認．（100名の移動）
能登エリアへの移動も確認．
時間別・エリア別滞在時間の算出により，滞在（観光）時間の増減が明らか
に．

インバウンド観光客の観光流動クラスタリングにより，観光エリアの類型化
が実現．

46



AIカメラを⽤いた訪問者分析
⼈流解析データの取得フロー

47

Webカメラで撮影

データの蓄積はせずそのまま解析

 JetsonでカメラデータをAIを
用いて即座に解析

 解析結果をcsvに保存
 推定性別
 推定年齢
 推定国籍

 csvデータを用いた人流分析Jetson



AIカメラを⽤いた訪問者分析
AIによる⼈物検出の例

AIによる顔領域の検出の例

48



AIカメラ設置場所

福井県︓ふくい観光案内所
富⼭県︓道の駅 ⾬晴
⽯川県︓⾦沢駅観光案内所(⾦沢駅構内)＊途中で計測終了

49

ふくい観光案内所 道の駅 雨晴



AIカメラを⽤いた訪問者分析
AIカメラのデータ取得例
AIカメラで取得されたデータは即時解析されCSVに格納

50

number date time gender age accuracy nationality1 accuracy nationality2 accuracy nationality3 accuracy direction
1 2024年10⽉30⽇ 0:02 0 83 0.66 0 0.22 1 0.52 0 0.44 0.05
2 2024年10⽉30⽇ 0:02 1 70 0.73 0 0.88 1 0.71 0 0.40 0.11
3 2024年10⽉30⽇ 0:04 1 41 0.49 0 0.73 1 0.07 0 0.30 0.76
4 2024年10⽉30⽇ 0:05 1 46 0.18 1 0.13 0 0.57 1 0.42 0.93
5 2024年10⽉30⽇ 0:05 0 20 0.45 0 0.87 1 0.12 0 0.67 0.99
6 2024年10⽉30⽇ 0:07 0 51 0.11 1 0.47 0 0.91 1 0.89 0.91
7 2024年10⽉30⽇ 0:08 1 65 0.22 1 0.79 0 0.91 0 0.89 0.28
8 2024年10⽉30⽇ 0:08 0 97 0.99 0 0.37 1 0.50 1 0.33 0.69
9 2024年10⽉30⽇ 0:10 0 54 0.27 1 0.07 0 0.02 1 0.53 0.85
10 2024年10⽉30⽇ 0:10 1 31 0.80 0 0.47 1 0.90 0 0.16 0.75
11 2024年10⽉30⽇ 0:10 1 2 0.95 0 0.29 1 0.31 1 0.65 0.77
12 2024年10⽉30⽇ 0:14 0 96 0.78 0 0.75 1 0.35 1 0.67 0.53
13 2024年10⽉30⽇ 0:16 1 26 0.03 1 0.24 0 0.26 1 0.81 0.65
14 2024年10⽉30⽇ 0:16 1 59 0.73 0 0.78 1 0.01 0 0.26 0.48
15 2024年10⽉30⽇ 0:16 0 23 0.85 0 0.72 1 0.78 0 0.37 0.08
16 2024年10⽉30⽇ 0:16 0 71 0.82 0 0.29 1 0.82 0 0.57 0.02
17 2024年10⽉30⽇ 0:16 0 41 0.10 1 0.24 0 0.68 0 0.25 0.05
18 2024年10⽉30⽇ 0:20 1 48 1.00 0 0.39 1 0.25 0 0.68 0.87

推定性別・推定年代 推定国籍・精度日時



AIカメラを用いた訪問者分析

 福井県の分析結果の特徴

 日本人，外国人の推定分布
欧米＜アジア＜日本人

 欧米
朝（8～9時台）と

夕方（15時～17時）にピーク

 アジア
夕方に２つのピーク

 17時頃と20時頃

 日本人
大きなピークは現れない

 13時頃，18時頃にピーク

51

観測相対比

訪問時間

国籍



AIカメラを用いた訪問者分析

52

 富山県の分析結果の特徴

 日本人，外国人の推定分布

アジア ≒ 日本人

 欧米

観測なし

 アジア

昼から夕方に向けて
ピーク

 日本人

昼から夕方に向けて
ピーク

 大型バス等で訪問している
可能性

観測相対比

訪問時間

国籍



QRコードアンケート（来訪者の属性）

53米国・オーストラリア・ロシアなど世界各国からの訪問

配偶者な
ど，自分ひ
とりの旅も

多い

30代が
ピーク

20代，40
代の旅行
者も多い

観光消費
額も比較
的大きい

→経済波
及効果：大



QRコードアンケート（来訪者の行動）
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リピーターも
数多く存在する

非常に興味深
い訪問目的

情報収集手段
については

旅の「共有」の
要素が大きい

長期滞在型・日本食・行きたい観光スポットがある観光形態



QRコードアンケート（来訪者の満足度）

55訪問者の満足度は非常に高い結果（リピーターへつながる結果）



QRコードアンケートのまとめ

56

金沢，大本山永平寺，道の駅雨晴など，特定の観光地が訪問先として頻出
家族・知人への推奨度（10段階評価）の平均は高く，訪問先に対する満足度が

全体的に高い
満足度が高い理由：「日本文化の体験」，「施設の美しさ」，「地元特産品の魅力」
満足度が低い理由：アクセスの難しさや言語サポートの不足

 「温泉」「自然景勝地」「ショッピング」「日本食の体験」が観光目的の
上位にランクイン

観光客は「伝統的な旅館の宿泊」や「日本酒・焼酎の試飲」など，
日本特有の体験を高く評価

日本の四季が観光資源として非常に重要
自由回答からみる具体的な意見や改善提案
多言語対応の充実や交通アクセスの改善が観光地全体の課題として浮き彫りになった。
地域ごとの強みを明確にし、ターゲット層に合わせたプロモーションが重要である。
SNSを活用した若年層向けのプロモーションが、観光客増加に寄与すると考えられる。
高齢者層向けには、快適で安全な観光インフラの整備が求められる。

北陸地方の観光地は「伝統文化」「自然美」「地域特産品」の要素で高く評価さ
れた。

 リピーターの増加施策を目指すための具体的施策が検討可能となった。
観光プロモーションには、訪問時期に応じた情報発信が効果的
共有型オーダーメイド型観光情報提供システムによる観光情報の提供

 「日常を離れる非日常体験」の充実化



AIカメラ・QRコードアンケートのまとめ

AIカメラを用いた北陸地域を訪問した属性の取得
システムの運用

推定年齢・推定性別・推定居住エリア等の推定には，
顔推定・人物全体推定・顔エリア抽出アルゴリズム・判定
システムの開発は世界初の事例

AIカメラの実運用により推定年齢・推定性別・推定居住
エリア等を推定したのは世界初の事例

北陸３県を訪問したインバウンド観光客を対象としてQR
コードによる訪問地・満足度・改善提案等のデータを継続
的かつ大規模に取得したのは世界初の事例

３つの世界初の運用（Ｍ５，ＱＲ，ＡＩカメラ）による北陸
地域でのインバウンド観光客の観光動態の見える化

→インバウンド観光施策の爆裂的な推進に資する
57



ご清聴ありがとうございました
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